
　

市
で
は
、
平
成
29
年
12
月
に
、
公
共

交
通
に
つ
い
て
地
域
全
体
で
考
え
る
機

会
を
つ
く
り
、
将
来
の
利
用
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
、
「
道
北
・
道
東
の
魅
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
公
共

交
通
の
役
割
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

観
光
・
医
療
・
物
流
の
面
か
ら
公
共

交
通
の
役
割
を
伝
え
る
講
演
や
、
小
・

中
学
生
か
ら
募
集
し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
の
表
彰
式
、
「
乗
り
た
く
な
る
J

R
」
を
テ
ー
マ
に
高
校
生
が
考
え
た
ア

イ
デ
ア
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し

た
高
校
生
か
ら
は
「
今
後
の
利
用
を
促

進
す
る
た
め
に
は
、
地
元
の
人
た
ち
の

協
力
が
必
須
だ
と
感
じ
た
」
な
ど
の
声

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

バスの乗り方を教えてく
ださい
バスの乗り方を紹介する
出前講座を行っています。

学校や町内会、老人クラブなど
団体単位で申し込めます。詳し
くは都市計画課（　25・9704）
にお問い合わせください

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
自
動
車
の

保
有
状
況
や
公
共
交
通
の
利
用
状
況
、

今
後
の
公
共
交
通
の
在
り
方
な
ど
に
つ

い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

移
動
手
段
を
把
握
す
る
た
め
、
自
動

車
の
保
有
状
況
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
「
自

分
専
用
ま
た
は
家
族
共
用
の
自
動
車
が

あ
る
」
と
答
え
た
人
は
、
全
体
の
61
・

3
％
で
し
た
。
ま
た
、
何
歳
ま
で
運
転

す
る
か
の
問
い
に
対
し
て
は
、
７
割
以

上
の
人
が
「
70
〜
80
歳
」
と
答
え
ま
し

た
。

　

将
来
の
買
い
物
先
へ
の
移
動
に
つ
い

て
は
、
下
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
年
齢

が
高
く
な
る
と
と
も
に「
不
安
が
あ
る
」

と
答
え
た
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
70
歳

以
上
で
は
、
82
・
5
％
の
人
が
不
安
を

感
じ
て
い
ま
す
。

将
来
の
買
い
物
や
通
院
な
ど
の

移
動
に
不
安
の
あ
る
人
が
多
数

　

旭
川
は
、
鉄
道
駅
を
中
心
に
半
径
8

0
0
m
、
バ
ス
停
を
中
心
に
半
径
3
0

0
m
の
範
囲
に
約
83
％
の
市
民
が
居
住

し
て
い
て
、
公
共
交
通
を
利
用
し
や
す

い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
「
バ
ス
の
本
数

や
路
線
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う

声
も
多
い
の
で
す
が
、
利
用
者
の
減
少

に
加
え
、
運
転
手
不
足
も
あ
り
、
対
応

で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
バ
ス
会
社
や
J
R
北
海
道

と
協
力
し
、
利
便
性
の
向
上
等
に
よ
る

利
用
促
進
や
、
将
来
に
向
け
た
持
続
可

能
な
公
共
交
通
網
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
公
共

交
通
機
関
を
守
っ
て
い
く
た
め
、
皆
さ

ん
も
、
マ
イ
バ
ス
・
マ
イ
レ
ー
ル
の
意

識
で
積
極
的
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
詳
細
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市
計
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利用して守ろう！
暮らしを支える公共交通

乗りたいバスが、今どこ
を走っているのか、知り
たいです 
バス運行サービス「バス
キタ！ 」を利用すると便

利です。携帯電話やスマートフ
ォンなどから、バスの運行状況
を調べることができる他、バス
停の場所や時
刻表も見るこ
とができます

皆さんからの声に
答えます

公
共
交
通
を
維
持
す
る
た
め

み
ん
な
で
利
用
し
ま
し
ょ
う

　

J
R
北
海
道
が
見
直
し
対
象
と
し
て

い
る
路
線
の
１
つ
が
富
良
野
線
で
す
。

旭
川
市
は
、
沿
線
自
治
体
等
で
構
成
す

る
「
J
R
富
良
野
線
連
絡
会
議
」
の
事

務
局
と
し
て
、
路
線
の
存
続
に
向
け
た

協
議
や
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
4
回
実
施
し
た
利
用

実
態
調
査
に
よ
る
と
、
夏
は
外
国
人
観

光
客
を
中
心
に
1
日
２
千
人
以
上
の
利

用
が
あ
り
ま
し
た
が
、
11
月
は
1
日
約

１
千
人
に
半
減
し
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
う
ち
の
78
％
が
通
勤
・
通
学

の
利
用
者
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
地
域
に
欠
か
せ

な
い
路
線
と
し
て
維
持

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
改
め
て

分
か
り
ま
し
た
。

通
勤
・
通
学
に
欠
か
せ
な
い
富
良
野
線

　

路
線
バ
ス
（
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

を
含
む
）の
利
用
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

63
・
2
％
の
人
が
「
利
用
す
る
」
と
答

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
通
勤
・
通
学
の

主
な
交
通
手
段
を
「
路
線
バ
ス
」
と
答

え
た
人
が
夏
季
は
16
・
4
％
で
し
た
が
、

冬
季
で
は
21
・
6
％
に
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
買
い
物
や
通
院
で
も
、
冬
季

は
路
線
バ
ス
を
利
用
す
る
人
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
公
共
交
通
は
ど
の
よ
う
な

存
在
か
の
問
い
に
対
し
て
は
、
左
記
の

と
お
り
、
多
く
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
理

由
で
、
公
共
交
通
を
必
要
と
し
て
い
る

と
い
う
回
答
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

　近年の人口減少などにより、路線バスやＪＲ北海道等の公共交通の利用者が減ったため、路線の維持・確保が困
難となってきています。市では、市民の生活や地域の発展に欠かせない公共交通を将来にわたって維持・確保する
ため、公共交通に関するアンケート調査の実施など利用促進につながる様々な取組みを進めています。アンケート
調査結果の主な内容と、その他の主な取組みを紹介します。　　

公
共
交
通
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

いしかわ　 ここあ

①日常生活に欠かせない交通手段
　
②移動の目的や目的地によって利用する
　
③将来自動車を手放した際に必要となる
　
④現在も将来もあまり必要がない　

 ……………………………………24.8％

……………………………………32.5％

……………………………………30.9％

………………………………………2.1％

公共交通はどのような存在か

調査期間　
　平成29年９・10月
調査方法　
●市内の2,000世帯に
　調査票4,000部郵送
●旭川駅周辺のバス停で
　調査票500部配布
回答数　　
　合計1,086人

自動車の運転を
やめた後のことが
心配なんだよ

Q

A

雨や雪の日は、バス停で
待つのがつらいです
市立旭川病院や商業施設、
コンビニなど市内18か所

に、待ち時間が確認できるモニ
ターを設置し、屋内でバスを待
てるようにしています。
　今後も、皆
さんがより便
利にバスを利
用できるよう、
モニターの設
置場所を増や
していく予定
です

Q
A

Q
A

このステッカーが目印

公共交通
あさっぴー

調査の概要

将来の買い物先への移動

バスやＪＲに
乗ろう！

公
共
交
通
を

必
要
と
し
て
い
る
人
が
多
数

若
い
世
代
と
共
に
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

公共交通利用促進
キャッチフレーズ

最優秀賞
「みんなで乗ろう！

　未来をつくる
　公共交通機関」
陵雲小学校６年生　
　　　石川心愛さん

①
〜
③
を
合
わ
せ
る

と
88
・
2
％
！

公
共
交
通
は
み
ん
な
に

　

必
要
な
ん
だ
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していく予定
です

Q
A

Q
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このステッカーが目印

公共交通
あさっぴー

調査の概要

将来の買い物先への移動

バスやＪＲに
乗ろう！

公
共
交
通
を

必
要
と
し
て
い
る
人
が
多
数

若
い
世
代
と
共
に
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

公共交通利用促進
キャッチフレーズ

最優秀賞
「みんなで乗ろう！

　未来をつくる
　公共交通機関」
陵雲小学校６年生　
　　　石川心愛さん

①
〜
③
を
合
わ
せ
る

と
88
・
2
％
！

公
共
交
通
は
み
ん
な
に

　

必
要
な
ん
だ

19歳以下

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上
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86.7％ 13.3％

26.4％73.6％

30.6％69.4％

41.0％59.0％

55.9％44.1％

73.7％26.3％

82.5％17.5％

９ こうほう旭川市民　2018（平成30）年◦３月


